
1979年から夫婦で始めた喫茶店は、アットホー
ムな雰囲気と、豊富な洋食メニューが魅力。「濃
厚オムライス」（950円）は、艶めくオムレツの中
に甘酸っぱいケチャップライスがたっぷり。

住仙台市青葉区木町通1-4-9
022-263-6848

営 11：00～14：00LO
休日曜、祝日

トライ

自家製にこだわったスイーツとドリンクが揃う『ビ
ジュゥ』で、食事メニューのイチ押しが名古屋風
の「鉄板ナポリタン」（900円）。香ばしい薄焼き
卵にケチャップソースが絡む、食欲そそる一皿。

住仙台市青葉区木町通2-1-33 伊澤竹に雀ビル1F
022-718-5750

営 11：30～18：30
休不定休※SNSにて要確認
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ビジュゥ
約300客のカップが彩る店内でこだわりの一杯
を提供。生食パンで仕立てる「タマゴサンド」

（880円）は、湯煎で丁寧に火を通したタマゴが、
まるでクリームのような口どけ。

住仙台市青葉区一番町4-9-1 かき徳玉澤ビル3F
022-263-5560

営 10：00～19：00
休月曜※年始より無休に変更予定
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昭和の香り漂う「純喫茶」でゆったり過ごすのもいいですよね。昭和の香り漂う「純喫茶」でゆったり過ごすのもいいですよね。
私は好きです。私は好きです。

タバコと珈琲の香りが混ざったあの空間と雰囲気…タバコと珈琲の香りが混ざったあの空間と雰囲気…
出社前のモーニングセット（トースト、ゆで卵、珈琲）500円、出社前のモーニングセット（トースト、ゆで卵、珈琲）500円、

懐かしいなー（笑）懐かしいなー（笑）

　熊の目撃が相次ぎ、私の自宅近くでも姿を見たという噂が続きました。朝晩の冷
え込みも一気に進み、季節の移ろいを感じます。そんな中、次号の『Kappo』では、
2024年末以降にオープンした店を集めた特集をお届けします。題して「ひと皿に
宿る、店の流儀」。料理や器、空間に至るまで、店の“流儀”が一皿に宿る——そんな
信念ある店を編集部が丁寧に選びました。ジャンルもフレンチやすし店、気鋭の居
酒屋、タップルームまで幅広く、年末年始のお店選びの参考にもなる内容です。
　さらに、料理人・黒森洋司さんが宮城の生産者を訪ね続けた連
載が、今回ついに最終回。新たな挑戦の地・気仙沼での物語
をお届けします。このほか、本好きが選ぶ「BOOK SPECIAL」
や冬の星野リゾート情報など、盛りだくさんです。

仙台・宮城で見つけた、
“新しい店”の流儀

編集長の間借りコラム小林
です

定期購読の申込みは
お近くの河北仙販まで

INTERVIEW 佐藤厚志さん／鈴木京香さん
星野リゾート６施設 今冬の最新情報

 1月号 巻頭特集

ひと皿に宿る、店の流儀
仙台・宮城の新しい店

※掲載の情報は、本誌発行後、変更になる場合もありますので、予めご了承ください。
12月15日（月）の河北新報朝刊は休刊日のためお休みとなります。

2025年12月14日発行vol.83

今日のランチは、『喫茶店』でひと休み

荒町商店街に店を構える創業50余年の老舗喫茶店。2代目店
主が初代店主のレシピを引き継ぎ、変わらぬ味わいのメニューを
提供している。来店客のほとんどが注文する一番人気が、たっ
ぷりボリュームが嬉しい「スパゲッティーナポリタン」（880円）。
鉄のフライパンでしっかりと焼き付けた麺が香ばしく、ケチャッ
プの酸味やコーンの甘み、玉ネギのシャキシャキ食感がやみつ
きに。大盛り（＋170円）も可能。

住仙台市若林区荒町112 2F
022-264-1637

営 11：00～20：30（LO20：15）　休日曜

喫茶店 ぴーぷる

ノスタルジックなムードが漂う
老舗喫茶の看板メニュー

シャンソンフェスティバルの実行委員長も務める、くに子ママが
営む『Café銀杏坂』。昼はカジュアルな喫茶店、夜は音楽好きが
集うライブハウスとして営業している。名物ママの気さくな人柄
に惹かれて通う常連客が多く、お手製のランチが好評だ。牛ス
ジをじっくり煮込んだデミソースの「オムライス」（サラダ・スープ・
コーヒー付き900円）は、ふわふわのタマゴがたまらない逸品。
ソースはトマト、カレーも選択できる。

住仙台市青葉区錦町1-10-10 仙台錦町ハルヤマテラス
022-264-7588

営 9：00～17：00、18：00～21：00　休不定休※HPで要確認
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昼夜で表情を変える人気店
名物ママが腕を振るうランチ

変わらぬ味の喫茶ごはん

昼のみの営業ながら、常連客を中心に賑わ
う『DOMI』。「ポークジンジャー」など、ラン
チセットはすべて950円。団体の宴会も
OK。レトロな雰囲気の中、ゆったりとした
時間を楽しんでみては。
住仙台市青葉区片平1-3-2 ドミー向城ビル1F

022-262-0506
営 11：30～14：00　休日曜、祝日

REST-PARLOR D
ド ミ ー

OMI
創業20年を超える喫茶店で、コーヒーに並ぶ人
気を誇る「珈琲屋さんのハヤシライス」（900円）。
トマトをたっぷり加え、爽やかさとコクが重なり合
うルゥは、食べ終えてもまた恋しくなるおいしさ。

住仙台市青葉区中央3-9-13
022-711-7202

営 11：00～18：00
休日曜、祝日※不定休あり
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一番町の一角で、“変わらぬ味と空間”を貫く名店。
自家製パンで作る「小倉あんトースト」は、コーヒ
ーセット（880円）でぜひ。餡子とホイップの程よ
い甘さが、コーヒーとベストマッチ！

住仙台市青葉区一番町2-5-1 大一野村ビル2F
022-222-5325

営 9：30～18：30（LO18：00）
休年末年始

エビアン 東
とう

一
いち

店
てん


